
▲宇治田原・勝谷町長

▲木津川・谷口市長▲八幡・川田市長 ▲京田辺・上村市長

▲井手・西島町長 ▲久御山・信貴町長 ▲城陽・村田市長

▲�京都府自治振興課・山本課長に手交
する府本部・森本委員長（右）

▲京都市職清掃支部より新採再開の取り組みを報告

▲府に現場の課題を訴える交渉団
じ
ち
ろ
う
セ
ッ
ト
共
済・継
続
募
集
中

　

日
本
人
は
実
に

働
き
者
で
あ
る
。

労
働
者
の
す
べ
て

と
は
言
わ
な
い

が
、
多
く
の
労
働

者
が
長
時
間
労
働
や
過
酷
な

労
働
環
境
に
あ
っ
て
も
文
句

も
言
わ
ず
に
身
を
粉
に
し
て

働
い
て
い
る
。
増
え
つ
づ
け

る
業
務
に
追
わ
れ
生
活
と
仕

事
が
切
り
離
さ
れ
、
も
は
や

生
活
の
た
め
に
仕
事
を
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
仕
事
の

た
め
に
懸
命
に
生
き
て
い
る

状
況
に
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
生
活
は
一
向
に
豊
か
に

な
ら
な
い
▼
お
も
な
要
因
と

し
て
は
、
実
質
賃
金
が
一
向

に
増
え
な
い
ど
こ
ろ
か
、
今

年
の
９
月
ま
で
は
９
ヶ
月
連

続
で
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
中

・
小
企
業
で
は
、
賃
金
ア
ッ

プ
を
実
施
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

労
働
組
合
の
有
無
に
よ
っ
て

も
そ
の
差
が
さ
ら
に
大
き
く

な
る
傾
向
に
あ
る
▼
労
働
に

対
し
て
、
正
当
な
対
価
を
求

め
る
こ
と
は
、
け
っ
し
て
悪

い
こ
と
で
は
な
く
、
不
公
平

な
労
働
分
配
率
の
改
善
を
追

求
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
諸
外
国
で
は
、
社
会
の

変
革
を
求
め
大
き
な
事
は
も

と
よ
り
、些
細
な
こ
と
で
も
、

デ
モ
を
伴
う
抗
議
行
動
が
行

わ
れ
て
い
る
▼
日
本
人
も
ま

じ
め
に
働
く
だ
け
で
な
く
、

も
う
少
し
自
ら
の
こ
と
に
対

し
て
、
熱
く
な
る
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
か
。�

（
文
）

1�．2025人事院勧告を踏まえ、月例給、一時金ともに引き
上げること。
2�．2025人事院勧告を踏まえ、自動車等交通用具使用者に
対する通勤手当について、最低でも国並みの支給を行うこ
と。また、地域手当については昨年、京都府全域で8％と
提示されているため、人材確保の観点から早期に引上げる
こと。
3�．賃金・労働条件に関しては、労使協議を基本とすること。

　

府
本
部
は
１０
月
２９
日
、
京

都
府
自
治
振
興
課
の
山
本
課

長
に
２
０
２
５
賃
金
確
定
闘

争
要
求
書
を
提
出
し
た
。

　

す
べ
て
の
職
員
の
賃
金
水

準
の
引
き
上
げ
や
地
域
手
当

や
通
勤
手
当
等
諸
手
当
の
改

善
、
働
き
方
改
革
の
推
進
な

ど
９
項
目
か
ら
な
る
要
求
書

を
提
出
し
、
各
自
治
体
へ
の

助
言
を
求
め
た
。

　

回
答
交
渉
の
日
程
は
１１
月

２１
日
。
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
た
い
。

　

自
治
労
は
、
２
０
２
５
現

業
・
公
企
統
一
闘
争
の
基
本

的
な
目
標
を
、「
自
治
体
現

場
力
に
よ
る
質
の
高
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
確
立
」
と
し
て

通
年
で
取
り
組
み
を
展
開
。

府
本
部
は
１０
月
２９
日
に
府
自

治
振
興
課
交
渉
、
３０
日
に
闘

争
集
会
を
開
催
し
た
。

　

交
渉
に
は
、
府
本
部
か
ら

森
本
闘
争
本
部
長
を
は
じ
め

８
人
で
臨
ん
だ
。
４
月
に
提

出
し
た
要
求
に
対
す
る
、
山

本
府
自
治
振
興
課
長
の
回
答

を
受
け
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
課
長
は
、「
安
全
で
良

質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

と
効
率
化
は
両
立
す
べ
き
課

題
」
と
述
べ
、
人
員
確
保
に

つ
い
て
は
、
中
長
期
的
配
置

を
求
め
、
災
害
対
応
や
責
任

所
在
の
明
確
化
の
観
点
か
ら

直
営
維
持
の
意
義
を
認
め

た
。
ま
た
、
業
務
上
必
要
な

資
格
取
得
費
用
は
「
公
費
負

担
が
基
本
」
と
明
言
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、「
埼
玉

県
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故

を
例
に
、
技
術
職
員
の
不
足

が
安
全
確
保
に
影
響
を
与
え

　

府
本
部
闘
争
集
会
は
京
都

テ
ル
サ
で
開
催
し
、
８
単
組

６６
名
が
参
加
し
た
。
府
交
渉

で
の
回
答
内
容
を
共
有
す
る

て
い
る
と
指
摘
。
安
全
衛
生

委
員
会
の
実
効
性
確
保
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
守
る
観

点
か
ら
直
営
化
・
再
公
営
化

の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
山

本
課
長
は
、「
直
営
を
一
概

に
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
」
と
述
べ
、
人
口
減
少
下

で
の
人
材
確
保
と
公
共
サ
ー

ビ
ス
維
持
を
両
立
さ
せ
る
た

め
、
府
と
し
て
も
各
市
町
村

と
共
に
課
題
解
決
を
図
る
姿

勢
を
示
し
た
。

と
と
も
に
、
単
組
の
取
り
組

み
を
報
告
し
、
現
場
課
題
の

前
進
に
向
け
た
意
思
統
一
を

図
っ
た
。

　

冒
頭
、
森
本
尚
秀
闘
争
本

部
長
が
「
現
場
の
実
態
を
踏

ま
え
、
人
員
確
保
や
安
全
衛

生
対
策
の
充
実
を
求
め
た
。

引
き
続
き
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
守
る
闘
い
を
強
め
て

い
く
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
現
評
の
小
西
正
道
議
長
、

公
企
評
の
滝
川
弘
太
郎
議
長

が
そ
れ
ぞ
れ
、
委
託
化
の
進

行
や
人
員
不
足
な
ど
現
場
の

厳
し
い
状
況
を
報
告
し
た
。

　

交
渉
経
過
に
つ
い
て
増
永

浩
子
事
務
局
次
長
が
説
明

し
、
府
か
ら
「
市
町
村
の
自

主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
適
正

な
契
約
や
安
全
対
策
が
図
ら

れ
る
よ
う
助
言
す
る
」
と
の

回
答
を
得
た
こ
と
を
報
告
。

　

単
組
報
告
で
は
、
京
都
市

職
清
掃
支
部
の
中
川
支
部
長

が
、
新
規
採
用
再
開
に
至
る

経
過
と
職
場
改
善
の
取
り
組

み
を
紹
介
。「
９
年
ぶ
り
に

採
用
が
再
開
さ
れ
た
の
は
、

粘
り
強
い
要
求
と
議
会
で
の

理
解
の
積
み
重
ね
に
よ
る
成

果
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
ま

た
、青
年
部
の
山
田
部
長
が
、

若
手
職
員
の
加
入
促
進
や
職

場
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
報
告
し
、
仲
間
づ
く
り

の
輪
を
広
げ
て
い
く
決
意
を

示
し
た
。

　

最
後
に
、
岸
和
田
闘
争
委

員
の
発
声
に
よ
る
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
集
会
を
締
め
く
く

っ
た
。

　人事院は8月7日、月例給を15,014円（3.62％）、一時金を0.05月引き上げる勧告を行
った。月例給、一時金の引き上げは4年連続となり、月例給については、若年層に重点を
おきつつ、全世代で引き上げが行われた。通勤手当等の改善も勧告された。
　府本部は10月17日から、2025自治体賃金確定闘争にむけ、各自治体首長に要請書を
提出。公務現場の厳しい状況を踏まえた2025人事院勧告を最低条件とする賃金改善や
労使協議を基本とする内容で、11月中旬現在7つの自治体に要請書を手渡した。各単組
での労働条件改善のため、要求・交渉を実施しよう。

2025人勧の完全実施、地域手当8％早期引き上げなど

各自治体首長に要請各自治体首長に要請
2025自治体賃金確定闘争

【要請内容】

府
に
確
定
闘
争
要
求
書

2025現業・公企統一闘争

闘
争
集
会

対
府
交
渉

府「「
直
営
、一
概
に
否
定
し
な
い

直
営
、一
概
に
否
定
し
な
い
」」

今
、保
障
の
見
直
し
を
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▲自公連立に終止符が打たれた日に国会を見学

▲遊就館を見学

▲福山哲郎参議院副議長とも意見交換

　

府
本
部
は
１０
月
１０
日
～
１１

日
に
２
０
２
６
府
本
部
ユ
ニ

オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
プ
レ
事
業

と
し
て
、「
国
会
見
学
＆
平

和
祈
念
ツ
ア
ー
」を
実
施
し
、

６
単
組
８
名
が
参
加
し
た
。

１
日
目
の
国
会
見
学
で
は
、

国
会
議
事
堂
を
見
学
し
た

後
、
参
議
院
会
館
に
て
鬼
木

ま
こ
と
自
治
労
組
織
内
参
議

院
議
員
と
意
見
交
換
を
行
っ

た
。冒
頭
、鬼
木
議
員
か
ら
国

政
報
告
が
あ
り
、
石
破
政
権

退
陣
後
の
政
局
へ
の
不
安
、

物
価
高
や
人
材
不
足
で
苦
し

い
状
況
に
あ
る
国
民
生
活
を

少
し
で
も
早
く
好
転
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ

た
。参
加
者
か
ら
は
、各
職
場

の
現
状
や
課
題
を
述
べ
て
、

鬼
木
議
員
と
雑
談
を
交
え
な

が
ら
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。（
質
問
内
容
は
下
段
）

　

そ
の
後
、
今
年
８
月
に
参

議
院
で
副
議
長
に
就
任
し
た

京
都
選
出
の
福
山
哲
郎
参
議

院
議
員
を
訪
問
し
、
副
議
長

室
に
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
京
都
か
ら
参
議
院
の
副

議
長
が
選
出
さ
れ
た
の
は
憲

政
史
上
初
め
て
で
、「
こ
れ

も
支
援
し
て
く
れ
る
自
治
労

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
」
と
福

山
副
議
長
か
ら
感
謝
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
た
。

　

参
加
者
は
、
普
段
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
貴
重
な
国
政

の
場
を
見
学
し
、
支
援
す
る

国
会
議
員
と
交
流
を
図
る
な

ど
、
自
治
労
の
組
合
員
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
貴
重
な
体
験

を
通
じ
、
政
治
へ
の
取
り
組

み
の
必
要
性
を
実
感
し
た
。

ま
た
、
福
山
副
議
長
と
の
意

見
交
換
の
最
中
に
、
公
明
党

が
連
立
政
権
離
脱
を
決
定

し
、
国
会
内
で
記
者
会
見
を

行
っ
て
お
り
、
記
憶
に
残
る

一
日
と
な
っ
た
。

　

２
日
目
は
、
靖
国
神
社
と

敷
地
内
に
あ
る
遊
就
館
を
見

学
し
た
の
ち
、
千
鳥
ヶ
淵
戦

没
者
墓
苑
を
参
拝
し
た
。
靖

国
神
社
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
の
Ａ
級
戦
犯
を
含
む
軍
人

・
軍
属
が
祭
ら
れ
て
お
り
、

遊
就
館
で
は
神
格
化
さ
れ
た

戦
争
指
導
者
の
展
示
に
違
和

感
を
覚
え
つ
つ
、
戦
争
の
歴

史
を
振
り
返
っ
た
。
続
い
て

訪
れ
た
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者

は
、
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
一

般
市
民
が
祀
ら
れ
て
お
り
、

参
加
者
は
３
１
０
万
人
の
尊

い
犠
牲
者
の
魂
に
手
を
合
わ

せ
た
。

ユ
ニ
カ
レ
・
国
会
見
学
＆
平
和
祈
念
ツ
ア
ー

「
政
治
と
平
和
」を
学
ぶ

この機会に保障の見直しを

所属の組合まで申込書類提出先
2026年4月1日から1年間共済期間

※各単組、支部により申込書受付の締切日は異なります。
　詳しくは所属の組合までご確認ください。

じちろうセット共済

新規新規・・継続募集中継続募集中
知らないのはもったいない！

ユニオンカレッジメンバーより鬼木まこと
参議院議員に職場の悩みや課題に感じて
いることを質問した。

教えて！鬼木鬼木さんさん

国保労組の課題について� （国保労組・熊野宏哉）
　被用者保険の適用拡大が進み、国民健康保険の被保険者
数減少によるレセプト件数の減少や財政悪化が懸念され、雇
用や賃金への影響が心配される。
　また、デジタル化の進みに偏りがあり、IT技術を駆使した
業務の効率化を一層行っていく必要がある。

　被用者保険の適用拡大に関する問題については、国保労組
協議会からも課題共有がなされているため、重々承知してい
る。国民健康保険制度の維持や国保労組の職場安定のため
にも各方面への働きかけを継続していく。また、医療DXをは
じめとするデジタル化も喫緊の課題であり、進めていく必要
があるものである。マイナンバーカードを用いたマイナ保険証
も制度や内容が国民のためになっていない部分もあるので、
その点を改善していきたいと思う。

鬼木議員からの回答

技師の人材確保について�（城南衛管労組・山本博之）
　技師の応募が少なく、中々人が集まらない。委託化が進
み事業が無くなるかもしれないという危惧を抱えている。

　仕事内容を明確にし、応募してもらえるような宣伝をす
る。城南衛生管理組合にしかできないことを活かし、技
術の継承化をはかる。

鬼木議員からの回答

選挙事務について� （久御山町職・小笠原隼）
　私は久御山町職員であるが、今年度は京都府の選挙管
理委員会事務局を担う部署に出向している。選挙の実施
が決まると、選管事務局の業務量は膨大になり、2ケ月以
上の連続した深夜残業に加え、休日出勤も発生し、労基
法等の労働基準を無視した労働を強いられる。生活習慣
の乱れが続くことにより、個々に不調を訴える職員も少な
くない中、何が何でもやりとげなければいけないという空
気のもと、担当職員は業務に当たっている。
　全国的にも選管事務に当たっている職員は同様の状況
と思われるが、働き方改革等によりさまざま業務の在り
方が見直されている中、選挙事務に関しては一向にそうし
た動きが見られないように感じているが、国や他府県団
体ではこのようなことは問題となっていないのか。

　各都道府県や市町村選管において選管の事務が膨大で
あるという話はよく伺っている。
　単に業務量が多いから何とかしてほしいと訴えるより
も、実際に担当している職員として、具体的にどのような
事務が大変なのか、また、こうすれば効率化できると思わ
れる工程があるならば、その辺りを示していただけるとよ
り訴えやすくなる。

鬼木議員からの回答

インフラの老朽化について� （自治労京都市職・吉村玲音）
　鬼木さんは公共インフラの委員会に所属しているとのことだ
が、現在問題となっているような上下水道や道路などのインフラ
の老朽化については、委員会で何か打開策が出ているかお尋ね
したい。京都市においても技術職員が人手不足であり、危機的
状況である。

　公共インフラの委員会で色々と話し合っているが、抜本的な解
決策は出ていない。給与面では、やはり公務員の給与アップは民
間と比べると１年遅れてしまうため、給与面では民間に太刀打ち
できない。そのため、採用市場においては初任給等の給与面で
はなく仕事の魅力で勝負していくしかないと考えられる。公務員
の仕事がいかに魅力的であるかを発信し、人材確保に努めてい
く必要がある。

鬼木議員からの回答

公共交通の課題について� （京交労組・倉田陽平）
　交通業界において人手不足が深刻な問題で、オーバーツーリズ
ムや職員不足により休みなく働き続ける職員が多く、ワークライ
フバランスが取れていない。
　また人手不足を補うために、京都市では自動運転の導入が検
討されている。組合の立場では反対をしているが、理想的に人
と自動運転が共存できれば過剰労働が軽減されるのではない
か、と私は思う。国としてこの問題に対してどれくらい議論が進
んでいるのか、お聞きしたい。

　国としてもこの事に関して、深刻な問題としてとらえている。
自家用車が運転できない高齢者の足を維持することは、交通権を
保証する事につながる。国として補助金などにより、もっと自治
体を支えていこうという時流にはなってきている。また、抜本的
に法律改正などによる”リデザイン”のために国もがんばっている。

鬼木議員からの回答

自治労きょうと 2 0 2 5 年 1 1月1 5日 （第三種郵便物認可） 第 9 0 3 号（ 2 ）　


